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第1章F手 順 の 目的 と背 景

1.1検 討の背景

企業活動にお いて、情報 ・通信 ネ ッ トワー クの もた らす効果 や役割 は極めて大 きな ものであ り、

今 日で は重要な基盤の一つ と して位置づけ られて いる。

しか も、情報 ・通信 ネ ッ トワー クは技術的な進展や企業間の取 引の活発化等を背景 に して、 ま

す ます広域化、多様化 しっっ あ り、 システム間の相互運用性 を確保す ることは、マルチベ ンダー

環境下 におけ る技術的課題 にとどま らず、産業界全体の健全 な発展 にお いて も大 きな課題 とな っ

て いる。

金 融や流通な ど一部の業界で は、 この対応 と して業界標準手順 とよばれ る通信手順 が開発 ・制

定 され、業界のネ ッ トワー ク化促進 に大 き く寄与 したばか りで な く、その仕様 が広 く公 開 された

ことにより、他の業界 に も幅広 く利 用 され大 きな メ リッ トを もた らした。

しか し、 これ らの業界標準手順 は本来、特定業界の特定業務 を対象 に開発 された ものであ るた

め、 これを幅広い分野 にわ た って利用 す るには限界があ り、 また制定 された当時 と比べ通信 回線

や業務環境が近年 急激 に変化 して いることか ら、新 しい通信手順 に対す る要望 が多 くの業界か ら

高 まって きた。

具体的には、

① 国内 ・海外 での企業間 ネ ッ トワー クは益々拡大の方向 にある。

② 業界内あ るい は業界間での ビジネスプロ トコルを中心 と した標準 化要請が高 ま ってい る。

③ 適 用アプ リケー シ ョンの多様 化や大量デー タ、多頻度 データな どの業務環境 か ら発生す

るニーズへの対応 。

④ 運 用管理 やセキ ュ リテ ィな どの システム機能面の高度化対応。

⑤ISDNな どの通信回線 への対応。

な どにっいて、既 存の業界通信手順 では適用が困難であ り、 よ り高機能 で汎用 的な通信手順 が求

め られた。

このため、平成 元年8月 か ら鉄鋼 、電 力、石油化学、電子機器、商社 、小売 、銀行、保 険、証

券 な どの10業 界の協 力を得て、㈲ 日本情報処理 開発協会 産業情報化推進 セ ンターにおいて、

まず企 業間での利用 の多 いフ ァイル転送 に関す る新手順(仮 称:F手 順)の 開発検討 を開始 した。
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1.2基 本方針 と検 討経緯

F手 順の検 討にあた り、次の よ うな事項 を検討の基本 においた。

①既存の業界手順 は、通信の制御部 とデ ータ部が一体 とな って規定 されて いることか ら、新 し

い技術導入に発生す る変更の影響の範囲が大 き く、適用性 や機能拡張性 に限界があ る。 この

ため、通信部の標準化 を徹底す るとと もにデー タ部 と独立 させ る ことによ り、 どの よ うな業

界 フ ォーマ ッ トのデータで も共通の仕組 みでデー タ交換 を可能 にす る。

② したが って、通信プ ロ トコルは、特定 の メーカーの プロ トコルに依存す る ことな く、将来的

に拡張性が見込め る国際標準 のOSIをF手 順のベース と して採用す る。

③F手 順の主要 な適用業務 はEDIと し、多 くの業界で利用可能 にす るため、OSIで 規定の

範 囲外 とな って いるユーザーの運用機能等 をで きる限 り集約 ・共通 化 して組 み込み、既存の

手順 よ りも機能 を向上 させた標準手順 と して実現す る。

④ 大型の コンピュータだ けでな く、WSや パ ソコンでの利用 も実現す る。

⑤F手 順 の仕様 の使用権 は無償で広 く公開す る。 この ためF手 順をサ ポー トしたパ ッケー ジが

数多 くの メーカーか ら提供 され、ユーザ ーが利用 しやす い環境の整備を図 る。

⑥平成4年 度上 半期にF手 順 をサ ポー トした製品の市場提供 を 目標 に、仕様の メーカー間調整

や開発及 び接 続試験等の作業 を計画 して い く。

この よ うな基本方針に基づ き、各業界での フ ァイル転 送業務 の実態 や既存業界手順の改善要望

等 を極 力吸収 しっっ、F手 順 で実装す る機能 や標準化範囲な どの検討 を進 めて きた。

なお、本概説書で提示す るF手 順 の機能 は、多 くの業界ニ ーズを反 映 した もので あ ると言 える

が、 さらに機能要求 に対す る解 釈の違 いや全体 的な考え方 にっ いて検証す るため、主要 な業 界で

の評 価を今後協 力要請す る計画であ る。

1.3F手 順の基 本的な考 え方

F手 順 は、企業間のネ ッ トワークを介 したデー タ交換 において 、相互接続運用を実現す るため

に、OSIの プロ トコル/プ ロフ ァイルに加え、ユーザーが情報 ネ ッ トワー クを運用す る際 に必

要 な機能や規定、た とえば、

a.プ ロフ ァイルの選択

b.プ ロフ ァイルの利用方法(オ プ シ ョンやパ ラメー タの取扱な ど)

c.転 送 プ ロ トコルの追加

d.運 用 プ ロ トコルの追加

な どについて、ユ ーザ ーニ ーズ に基づ き標準化 し、 かっ、業界横断的 に利用可能 と した通信手順

とす る。なお、その仕様 は広 く無償で公開 され、また適切 な機関で維持 ・管理 され る もの とす る。

したが って、F手 順 とは、 そのベ ースとな るFTAM、MOTIS/MHS、TP等 のOSI

アプ リケー シ ョンプ ロフ ァイル毎 に、実用的な運用(適 用業務処理)を 行 うための具体的 な利用

手順の規定や機能追加規定 を行 うもので あると言え る。
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ファイル転送用の新手 順であ るF手 順 の標準化領 域の概念 は、図1-1の よ うに考え た。

F手 順の構造－ F手 順の標準化領域 EDI規 約モデルー ー
ファイル転送に関する業務取引規約 取 引 基 本 規 約

③
業務処理規約
(システム
運用規約)

業 務 運 用 規 約

デ ー タ フ ォー マ ッ ト

等

情 報 表 現 規 約

－UAI ② 通 信 運 用 規 約

FTP

FTAM

① 情 報 転 送 規 約

FTAM基 本標準お よび実装規約

(OSIの プロフ ァイルFTAM)

情 報 伝 達 規 約

① 情報転送規約:FTAMの 実装規約への追加規約であ り、FTAMの 利用方 法、機能追加

・補完部分がFTP(フ ァイル転送 システム)と して実現 され る。

②通信運用規約:ネ ッ トワー クを介 した業務運用 に必要な機能 や イ ンタフ ェース部分であ り、

UAI(ユ ーザ ーアプ リケ シ ョンイ ンタフェー ス)と して実 現 され る。

③業務処理規約:適 用業務 その ものの規約で あ り、UAP(ユ ーザ ーアプ リケー シ ョンプロ

セ ス)と して実現 される。

図1-1F手 川頁の標準化領域 と概念

これ らの構造 と考 え方 は、次章 で説 明す る。

一3一



第2章F手 川頁の 概 要

F手 順 は、既存業 界手順 の もっ機能面 、運 用管理面の問題解決を図 り、 メーカー機種 に とらわ

れ ることな く、広 く業界横 断的に使用 で きる通信手順 と して 開発す る ものであ り、OSI標 準フ

ァイル転送 プ ロ トコル(FTAM)に 基 づ く通信 システム とユーザ ーアプ リケー シ ョンとの標準

イ ンタフェース機 能を持 つFTPと 呼ばれ るシステムで構成 されて いる。

FTAMに 基づ く通信 システム(以 下、 この通信 システム 自体 をFTAMと 呼ぶ)は 異機種間

の相互接続性 を確 保 し、FTPはFTAMで はカバ ー しきれない運用、セ キュ リテ ィお よび障害

管理機能をユーザー アプ リケー ションに対 し標準化 し提供 す る。

2.1F手 順の特徴

① 運用機能の向上

F手 順 にお いて は、既 存業界手順 の運用機 能 に加え、 さ らにユーザーの利便性 を考慮 した新

たな機能が追加 され、ユーザーイ ンタフェー スと して標準化 されてい る。

例 として は、ユ ーザーア プ リケー シ ョンとの ジ ョブ連動機能や ステー タス問い合 わせな どの

標準 化が挙 げ られ る。

② 通信 メディアの拡張

F手1頂 では、OSIを 採用 した ことによ り適用通信 回線 の選択肢が大幅 に拡張す るとと もに、

伝送の高速 化、通 信 コス トの低減化 を図 ることが可 能にな ってい る。

通信回線種 別 と して は、電話網 に加 え、デー タ交換網(パ ケ ッ ト交換網,デ ータ回線交換網)、

ISDN網(回 線交換,パ ケ ッ ト)、 専用線 も使用可能 にな ってい る。

口

口

A社

電 話 網(2,400bps)

C社 口

口

D社 口
ISDN網、'

B社(回 線 交 換,パ ケ ッ ト交 換)

// / ・＼ 口11口1一
－E社

≡_ / /

1口.DDX.パ ケ。,網

/

ノ

1口一 一 呈 、

F手111頁回線利 用形態の例
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③ 相互接続性

F手 順で は、INTAPのFTAM実 装規約をベース と した プロ トコル仕様 にな って い るた

め、 これによ り通信制御 処理の汎用化 、標準化がな され、異 機種間での相互接続問題が解決 さ

れてい る。

また、 メッセー ジフォー マ ッ トは、EDIフ ォーマ ッ ト、既存業界伝送 フ ォー マ ッ トな どい

ず れ も取扱可能 にな って いる。

④ データ保全性

業 界横断的 に利用で きる通信手順 とす るため、転送 デー タの保全性 にっ いて は十分 に配慮 さ

れ た仕様 とな って いる。 例 と して、通信相手先の識 別、ア クセス制御、制御情報保護機能等 が

セキ ュ リテ ィ管理機能 と して標準化 されて いる。

⑤ 移行の容易性

F手 順 は、J/全 銀手 順の機能強化バー ジ ョンと考 え られ、かっF手 順 は現行 と同等の運用

が実現で きるよ うに設計 されてお り、移行が容 易であ る。

2.2F手 順の機能

F手 順の特徴 にっ いて は、前項 で概略述べた。本項 では、F手 順 の代表的な機 能を ピックア ッ

プ しその内容 を具体的 に述 べ る。

F手 順の機能 は、表2-2の とお りFTAM基 本機能 、転送管理機能 、運用 管理 機能、セキ ュ リ

ティ機能、障害管理機能の5っ の グループに大別で きる。 これ らの機能 にっいて は、 いつれ も共

通化 されてお り、 その共通化 された機能 仕様 がベ ンダーか ら提供 され るパ ッケー ジに組み込 まれ

る。

ただ し、 い くっかの機能 はオプ シ ョンと して位 置づ け られて お り、オプ シ ョン機能が組み込 ま

れ ないF手 順パ ッケー ジもあ る。 オ プシ ョン機能 は、主 と して データ転送 に直接 関係 しな い機能

に限 られてお り、オ プ シ ョン機能 が省略 された システムとオプ シ ョン機能 が フルに組み込 まれ た

システムとの 間で もデータ交換 が可能であ る。FTAM基 本機能 はFTAMそ の ものの機能で あ

り、 ここで は残 りの4っ の 機能 の概要 につ いて述べ る。

①転送管理機能

データ交換 システムを運 用す るために必要 な機能 で、すべて必 須であ る。FTAMド ライ ブ

(FTAMを 起動す る機 能)な どの フ ァイル転送 の基本的機能 に加えて、rマ ル チフ ァイル転

送』が可能 とな って い る。その他、r代 表名によ るファイルの読 み出 し』な どのサ イ クル管理

に対応 した機能が提供 され る。

②運用管理機能

運用管理機能 につ いて は機能 強化の要望が最 も多 く、 この ため数 多 くの運用 機能を強化 し共

通化 して いるが 、その なかで特 にメイ ンフ レームにおける運用 の円滑化を 目的 と して設定 され

た機能 として、rサ イ クル管理』、r二 重交換 防止 』、r転 送許 可時間』お よび各種状態問 い

合わせ機能等 にっ いて は必須 と した。
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サイ クル管理 とは、代表名 を持 った複数の フ ァイルで構成 され たフ ァイルについて、同 じ代

表 名で複 数回のデ ータ転送 を行 って も、個 々の複数 フ ァイルにっ いて独 自性が保全 され、かつ

管理 で きる機能 を実現 した ものであ る。

これ らの運用機能 は、従来 の通 信 システムではユ ーザ ーが取 引の相 手先 と相談 しなが ら、独

自に システムに組 み込ん でいた機 能 であ り、共通化が 図 られていないため に新 しい接続先が発

生 す る都度見 直 しを行 うな ど、 システム構築上 の問題点 にな って いた部分であ る。F手 順 を導

入す る ことで 、 これ らの面 倒 な作業 が改善 され る。

③ セキ ュ リテ ィ機能

現在広 く使 われてい る通信手順 で は、セ キ ュ リテ ィチ ェ ックの方法が必ず しも統一 されてい

ないため、相手先 ごとにチ ェック方 法(受 信時)や ログオ ン手続(送 信 時)を 変えた り、セキ

ュ リテ ィチ ェ ックを省略 した り して いた。F手 順で は、 セキ ュ リテ ィチ ェ ックの体系化 と統一

化 を図 り、現状の通信手順 よ り も強化 された機能が組み込 まれ る。

セキ ュ リティ機能 は、r起 動側識別 』、r応 答側識別 』、r起 動者 の認証』およびrア クセ

ス制御』等が必須機能 と して提供 され る。

この他 に、 システム内のセ キ ュ リテ ィ支援機能であ るオペ レータ管理、 セキュ リテ ィログな

どの機能 がオプ シ ョンとな って い る。

④ 障害管理機 能

障害管理機能 は、FTAMに お ける リカバ リー機能が 、その まま必須 と して活用 され る。 し

たが って、ユ ーザ ーは、FTAMに よ って標準化 された リカバ リー方式 のサー ビスが共通 に受

け られ る。

さ らに、障害 発生時 にお けるFTAMの ステー タス情報 の解釈が共通化 されてお り(フ ァイ

ル成立管理等 にっいて)、 ユ ーザー は複雑なFTAMの ステ ータス情報の解釈 は必要 とせず、

業務運用 を決定 す るの に必要 な情報 を、YES-NO形 式で受 け取 ることがで きる。オ プ シ ョ

ン機能 と して、随時 にデータ伝送 の状況 を問 い合わせ る機能 もあ る。

これ らの機能が組み込 まれ ることによ り、従来多 くの時 間を要 していた回線 障害時の状況把

握 や切 り分 け作業が簡素化 され、 システム運用 が効率化 され る。 もちろん、基本的な伝送 エ ラ

ーチ ェックおよび リカバ リー方式 はFTAMが ベースにな って いるため、従来のBSC手 順ベ

ースの ものよ り信頼性 が向上す る。 したが って、F手 順 を導入 した システムで は、 システ ム全

体 の信頼性 が向上 す るばか りで な く実効的な運用効率 も向上す る。
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表2-1機 能 覧

標 準 機 能 オ プ シ ョ ン 機 能

F

T

A

M

基

・フ ァイ ル 送 受 信

本

機

能

転 ・ファイル転送基本機能

フ 送 ・マ ル チ フ ァ イ ル転 送

管 ・代表名によるファイル読み出し

ア 理 ・ゼロ件データ転送

機 ・データ転送の強制中断

イ 能

ル 運 ・サイクル管理 ・送信時の自動取り上げ

用 ・二重交換防止 ・受信時のジョブ起動

転 管 ・転送許可時間 ・転送終了後のファイル処理連動

理 ・送信 ・受信 ファイル状況確認 ・端末からの制御(コ マンド処理)

送 機 ・転送状況問い合わせ(処 理の進み具合など) ・プライオ リティ制御

能 ・処理履歴管理機能(転 送ログ、含タイムスタンプ)
サ

セ ・起動側識別 ・セ キ ュ リテ ィ ロ グ

| キ ・応答側識別

ユ ・起動者の認証(起 動者パスワー ド)

ビ

ス

リ

テ

イ

機

能

・ア クセ ス 制 御(フ ァイ ル ア ク セ スパ ス ワー ド)

障 ・ファイル成立管理 ・障害状態問い合わせ

害 ・障害処理 (含む通知、ログ)

管

理

機

・再 送

能

利 ・フ ァイ ル の バ ック ア ップ

用 ・ファイルの種別管理

者 ・暗号化

マ ・ファイル破棄基準

夕 ・フ ァイ ル の転 送 順 序 チ ェ ッ ク

| ・休 日情報交換

の

機

能

・最終相手先の識別

注)利 用 者 マ タ ー の 機 能 に つ い て は 、 付 録 に 概 要 図 を 示 す 。
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2.3F手 順の構成

2.3.1概 要

F手 順で規定 され る対象お よび範囲の概念を示す と、図の斜線部分で あ る。 この図に従い、F

手順の構造 を概説す る。

A社 システム(起 動側) B社 システム(応 答側)

U
A
P

雛麟
i

… u
A
P

i

…

FTP

瓢鵬
FTAM

インタフだ ス FTP

`、
.吟1

FTAM ＼1 心 ＼ FTAM 1
〔,

縫製 縫製

'i
i.㊥

UAI

ル

,マ

AA一 ー ー ー ー ー 一 ⌒ 一,,.会..AA 会,,AA-AA-一 ー ー ー ー ー ー 一 ・ ・ ●'・ ÷ ・ ÷ ・ 会.会 ・ 参 会 ÷ 会 ÷.'.

送信 ・受信フ
1

送 言 ・受 信 ファイル
1

相互 接続 性の確保(FTAMプ ロ トコル)
ぐ=一=一 二二一=一ーー一》

相互運用性の確保(FTPプ ロ トコル)

図2-1F手 川頁の構 造

①FTAM

F手 順で は、JIS別 冊参考 として発行 されたFTAM実 装規約(第2版 、AP.111)を 採用

してお り、実装規約 を変 更す ることな く、規定 されてい るサー ビス機能の選択 と具体 的な利用

範囲 ・方法を規定 してい る。

②FTP(フ ァイル転 送 システム)

ユーザ ーアプ リケー シ ョン側か らの命令 は、共通化 された イ ンタフェース(UAI)に よ り

FTPに 伝達 され、FTPは 必要なFTAMへ の コマ ン ドへ変換 してFTAMに 対 して指示す

る。 この結果、ユ ーザ ーはFTAMの 複雑 なコマ ン ド体系か ら解放 され るとともにコマ ン ド発

行等 の誤 りが な くなる。 また、FTAMに もと もと組み込 まれて いない機能 につ いて は、 この

FTPが 機能提供す る。

③UAI(ユ ーザーアプ リケー ションイ ンタフェース)

UAIは 、FTPと コンピュータ システムのOSや ユ ーザ ーアプ リケ ーシ ョンプ ログラムと

の間の情 報交換(ユ ーザー側 か らの指示 やFTAMか らの応答)の ための共通 インタフ ェース

であ る。 これが共通化 され ることで 、ユーザーアプ リケー シ ョンプ ログラムが指示す るデータ

交換 に関わ る処理 の命令 が共通化 され、デー タ交換 のや り方 その ものが共通化 され る。 この こ

とが、相互接続性 の向上 とい う効果 とな る。
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④UAP(ユ ーザ ーアプ リケー シ ョンプ ロセス)

UAPは 、ユ ーザ ーアプ リケー シ ョンプログラムとFTPで はサ ポー トして いない機能 を提

供す るサ ブシステムか らな る。

ユーザ ーアプ リケー シ ョンプログラムは、ユーザー業務 を処理す る純粋な アプ リケー シ ョン

プ ログラムで あ り、現在 の システムで既 に稼働 中の もの と考えて よい。サ ブシステムの主 な機

能 は、メーカーが提供す る運用支援 ツールやユーザーが独 自に組み込 む運用 に関わ る処理 であ

る。 したが って、F手 順 を利用す るシステムでは、運用管理、セ キュ リティ管理、障害管 理 は

FTPと は独立 に コン ピュー タシステムそれぞれの特性 に応 じて必要 な機能 を実装す る ことに

な る。

⑤転送制御情報

転送制御情報 は、UAPお よびFTPに より登録 、更新、参照、削除 され、 フ ァイル転送 に

おけ る動作を制御 あるい は管理す るため に利用 され る。

⑥送信 ・受信 フ ァイル

相手 システ ムにデー タを送 信す る時 に利用 す るファイルを送信 ファイル と し、相手 システム

か らデータを受信す る時 に利用す るファイルを受信 フ ァイル とす る。 また、送信 ・受信 フ ァイ

ルは起動側、応答側 にそれぞれ設定 され る ものであ り、 これを総称 して転送 フ ァイルとい う。

なお、本概説書 において起 動側 とは転送要求 を発 行す る側 と し、応答側 とは転送要求 を受 け

る側 とす る。
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2.3.2機 能構成

F手 順 におけ るFTPは 、INTAPのFTAM実 装規約 で規定 され るサー ビスプ リ ミテ ィブ

を利 用 して、他 システムとの間でOSI/FTAMの プロ トコルによ るファイル転送 を行 うため

の フ ァイル転送管理 と制御機能 を実現す る。

F手 順の構成機能を図2-2に 示すが 、本手順 におけるユーザーイ ンタ フェースは、FTPが 規

定 す る転送制御情報 にUAPが ア クセスす る場 合におけるイ ンタフェースを標準化 し規定す ると

と もに、UAPがFTPに 対 して動作 を要求 す る場合 にお いて必要 にな るイ ンタフェースを標準

化 し規定す る ものであ る。

F

手

順

UAP・
ユーザー業務処理(フ ァイル転送業務)

UA

(ユーザーア

①要求発行 ②結果取得

A

③転送制御情報

アクションIF レシーブIF

w

アクセスIF

FTP

転 送 管 理 運 用 管 理 セ キ ュ リテ ィ 障 害 管 理 転送制御情報

④FTAM FT

(アクセスイ

サービスプリミティブiF

FTAM

(INTAPの 実装規約準拠)

(ユーザーアプリケーション

インタフェース)

FTAM

(アクセスインタフェース)

OSI上 位層共通機能

① 要 求 発 行 ア ク シ ョ ン イ ン タ フ ェ ー ス(REQl/F)

UAPがFTPに 対 し て 各 種 要 求 を 発 行 す る 際 の イ ン タ フ ェ ー ス を 規 定 す る も の で あ る 。

② 結 果 取 得 レ シ ー ブ イ ン タ フ ェ ー ス(PASI/F)

UAPがFTPよ り 結 果 を 取 得 す る 際.の イ ン タ フ ェ ー ス を 規 定 す る も の で あ る 。

③ 転 送 制 御 情 報 ア ク セ ス イ ン タ フ ェ ー ス(TMFl/F)

転 送 制 御 情 報 が 持 つ 各 種 運 用 情 報 へ の 登 録 、 更 新 、 削 除 、 参 照 を 規 定 す る も の で あ る 。

④FTAMサ ー ビ ス プ リ ミ テ ィ ブ イ ン タ フ ェ ー ス(FTAMI/F)

INTAP実 装 規 約 に 従 っ た サ ー ビ ス プ リ ミ テ ィ ブ に よ り 、FTPとFTAM間 と の 通 信

規 約 を 規 定 す る も の で あ る 。

図2-2F手 順 の構成機能
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ー

ー
ー
ー

受

UAP

〈運用管理〉

( 送信時の自動取上げ )
( 受動時のジョブ起動 )

転送終了後の

ファイル処理連動

( 端末からの制御 )
( プ ラ イオ リテ ィ制 御 )

サイクル管理

〈 セ キ ュ リ テ ィ 〉

処理履歴

管 理

セ キ ュ リテ ィ ロ グ

〈障害管理〉

障害状態問合せ 障害処理 一

〈 利 用者 マ タ ー 〉
羅

(・ ・イルのバソクア・フう

)
)
)

( ファイルの種別管理

( 暗 号 化 利用者

固有処理( フ ァイル の破 棄

( フ ァイル の 転 送 順序 チ ェ ソク ) etc.

( 休日情報交換 )
)( 最終相手先の識別

UAI

FTP

〈転送管理〉

i姦・ ・イ ・レ転 送 基 本 機 倉曝

(要嬬 ㌣ 勤
灘 簑護 持 ・…}'・ ・

謙z・ イ耀 襲
代表茗による・・イ:・読出機 翁

♂

'
/、

態葱淫i_一

難雛 鑛 蒙.
翰データ転送の強制中断ll

♂

〈運用管理〉

i…ii、liii≒蕪 換:⊇;iii
※……………　…… 縷 許聴 聞黛

:恒 ■ 白 白、'層'、"工w層"二 層"層云 層層'層'

・……送信∴受信zエ ゴル状況確

鑓 欝 欝 ・翻 …………、…婆i蓼

〈 セ キ ュ リテ ィ〉

瀕 面諭 ㌶;;…D

口iタ≡ 輯庶 答 側 識 別 儀≡ …i…蔑

叢i…欝 嫌1…………

軽 .……Rア多繍 衝:…………………1…iii…li蓼

〈障害管理〉

.転送制御情報

図2-3新 手順の機能構造

FTAM

FTAM

I/F

'フ
ァ イル 送 受 信

注)羅 は標準機能てあり,

ど の よ う な機 種 で も同一 の

機 能 が サ ポー トされ る。



2.4基 本 シーケ ンス

2.4.1概 要

(1)転 送形 態

F手 順 によるフ ァイル転送 は、転 送形態 と して起動側送信 ・応答側 受信、起動側受信 ・応答

側 送信の形態があ る。

①起動側送信 ・応答側受信

起動側

閨⇒田
送 信
ファイル

②起動側受信 ・応答側送信

起動側

閨⇒]-B
萬 信

ファイル

転送要求一

転送要求一 →

応答側

田 ⇒日

応答側

信
ファイル

口⇒叩
送 信
フ ァイル

(2)基 本 シーケ ンス

F手 順 によって フ ァイル転送 を行 う場合、UAPか らUAIを 通 じてFTPに 転送要求 をす

る。転送要求を行 う場合、転送 の前 準備 と して転送制御 情報 を設定す る必 要があ り、場合 によ

って は、転送 フ ァイルの準備状況 を通知 あるいは問 い合わせ を行 う。 また、送信 ファイルにデ

ータを格納 した り、受信 フ ァイルの準備 を事前 に行 う。転送 の状況 は、必 要 に応 じてUAPか

ら問 い合 わせ を行 うことがで きる。 転送終了後 、その転送結果 がFTPか らUAPへ 通 知 され

るので、UAPで はその結果 によ り種 々の処理 を行 うことが で きる。

図2-4に 代表 的な基本 シーケ ンスを示す。
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1

冨

ー

代表的な基本シーケンス

起動側 応答側
転 送 制 御 情 報 転 送 制 御 情 報

UAP

↑

FTP↓ FTAM FTAM

↑

↓FTP UAP

1.転送制御情報の設定 相手先情報 相手先情報 1.転送制御情報の設定
相手先情報 一フ ァイル情報 フ ァイ ル情 報 ・ 相手先情報
ファイル情報 転送要求情報等 転送要求情報等 ファイル情報
転送要求情報 等 の設定 ・転送許可時間 の設定 ・転送許可時間 転送要求情報 等

・起動者識別 ・起動者識別

2転 送ファイルの準備 ・パ スワー ド 等 ・応答者識別 2転送ファイルの準備
送信ファイルのデータ格納 ・パ スワー ド 等

送信ファイルのデータ格納
ファイル情報の更新 ・転送状 態 リセ ッ ト

転送 状態 リセ ッ ト ・ ファイル情報の更新

(必要に応じて) (必要に応 じて)
3.転送 フ ァイル状況確認 ・自己側ファイル準備通知 ` モ 一自己側 フ ァイ ル準 備通知 ・ ,・3.転送 フ ァイル状 況確認

転送ファイル状況問合せ 相手先ファイル準備問合せ FT醐 プリミティブ FTAMプ11ミティブ 相手先ファイル準備問合せ 転送ファイル状況問合せ
転送ファイル状況通知 F-IMTIALIZE F-INITIALIZE 転送ファイル状況通知

F-TERM F-TERM

4.フ ァイル転送(開 始) 4.フ ァイル転送(開 始)

転送開始要求(送 信,受 信) ・ファイル転送基本機能

マルチファイル転送
転送開始要求(送 信,受 信)

、 ・ファイル転送基本機能

O件 データ転送 FT醐 プllミティプ FTAMカ ミティブ マルチファイル転送
データ転送の強制中断 F－正NITIALIZE F-INITIALIZE 0件 データ転送
セキ ュ リテ ィ F-SELECT/F-OPEN F-SELECT/F-OPEN データ転送の強制中断

二重交換防止 F棚 ～ITE/READ F-WRITE/READ セ キュ リティ

転送許可時間チェック 等 F-DATA F-DATA 二重交換防止
転送開始取得 転送開始通知(フ ァイル毎) .

.

転送許可時間チェック 等
F-CLOSE/ F-CLOSE/ 転送開始通知(フ ァイル毎) ・ 転送開始取得

(必要に応 じて) F-DESELECT F-DESELECT

5.転送 状況問 合せ ・ 状態通知 F-TERM等 F-Tε醐 等 (必要に応 じて)
自己側転送状況問合せ 状態通知 ・・5.転送状況 問合せ

自己側転送状況問合せ

6.フ ァイル転送(終 了) 6.フ ァイル転送(終 了)

転送終了取得← 一 一 →一 転送終了通知(フ ァイル毎)・ ・転送終了通知(フ ァイル毎) 転送終了取得

7.髄 終了後処理 7.転送終了後処理
処理履歴 処理履歴
ジョブ連動 ジョブ連動
ファイル処理 ファイル処理

(受信ファイルのデータ処理)等 (受信ファイルのデータ処理)等

転 送 フ ァイ ル(送 信 フ ァ イ ル,受 信 フ ァ イ ル) 転 送 フ ァイ ル(送 信 フ ァイ ル,受 信 フ ァ イ ル)

図2-4代 表的 な基本 シーケ ンス



2.5FTAM実 装規 約 との関係

2.5.1デ ー タフ ォーマ ッ トの識別

F手 順で は、 フ ァイル転送時 に付加 情報 と して転送 ファイルの内容 を通知す る ことが可能 とな

る(オ プシ ョン機能)。 フ ァイルの内容 はrオ ブ ジェク ト識 別子 』を用 いて広 く標準 的にユニ ー

クに識別す る ことがで きる。た とえば、 「全国 ××協 会」の取 り決 めによ るデータ フォーマ ッ ト

を識別対象(こ れ を、オ ブジェク トと呼ぶ)と して登録 し、 この とき付与 され る識別子 を用 いれ

ば よい。

これを実現す るため に、FTAM実 装規約 で定義 され たINTAP-1ド キ ュメ ン ト型 と呼ばれ

るフ ァイル構造 とデ ータ形式 とを もっ ファイルの属性パ ラメタを拡張 し、転送 フ ァイルの内容を

表示可 能なパ ラメタを持つ新 たな ドキ ュメン ト型(仮 称:JOUG-1)を 定義す る。

INTAP-1そ の もの とINTAP-1を ベ ース と したJOUG-1と の違 いは、 フ ァイル内容を

示すパ ラメタの有無 だけで あ る。 このパ ラメタは、FTAMプ ロ トコルによ って ファイルオープ

ン時のパ ラメタ(ド キ ュメン ト型のパ ラメタ)と して転送 され る。

2.5.2コ ー ド体系

(1)文 字 コー ド

①F手 順 コン トロール データ

フ ァイル名な どのF手 順 の コ ン トロール に関わ る文字列 のデータ交換時の文字セ ッ トと文字

コー ドは標準化 され、変換等 の処 理 はF手 順が サポー トす る。 したが って、ユ ーザ ーは通常文

字 コー ドの違 いを考慮 しな くて よい。

② ユーザ ーデー タ

F手 順で は、ユーザーデ ータを単 な るbit列 と して扱 う。 したが って、デー タ交換を行 う当

事者 間で文字 コー ドが異 なる場合 は、ユーザーの責任で適切 な文字 コー ドの変換を行わ なけれ

ばな らない。

なお、EDI用 の トラ ンス レー ター(パ ッケ ー ジ)に は、文字 コー ドの変換機能 を含 む もの

が あ り、 これを使 うことで文 字 コー ドの問題 を解決す ることがで きる。

(2)デ ータ コー ド

F手 順で は、UI(ユ ーザ ーイ ンタフ ェース)に おいて、 コマ ン ドコー ドやエ ラー コー ドな

どの数種類 のデー タコー ドが使 われ る。

これ らのデー タコー ドで は、標準 化 され るもの とされ ない ものがあ る。た とえば、エ ラーコ

ー ドで は、標準 化 され たエラーにっいて は統 一 され たエ ラー コー ドが設定 され る。 しか しなが

ら、F手 順パ ッケー ジの ローカルな処理の時の エラー コー ドな どにつ いて は、パ ッケー ジの構

造上 エラーの標準化 はで きないので、 ローカル なエ ラー コー ドが設定 され る(F手 順パ ッケー

ジの内部構造 にっ いて は標準化 され ない)。
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2.5.3相 手 先(フ ァイル)の 識別 と認証

(1)起動側識別 と応答側識別

F手 順 で は、起動者識別子 ・応答者識別子を用 いて相手先の確認を行 う機能 があ る。 グローバ

ルなネ ッ トワー クにお いて、通信者を一意に特定で きる記号を設け、その記号 で起動者 を表 した

のが起動者識 別子であ り、応答側を表 したのが応答者識別子であ る。 この識別 子 と して、通常企

業単 位にユ ニー クな コー ド(番 号)を 割 り当て る。 したが って、業務 の相手先 を表す ので あれば、

働 日本情報処理 開発協会 産業情報化推進 セ ンターの標準 企業 コー ドな どを使 うことがで きる。

応答側が起動 側か ら転送 されて くる起動者識別子 によって起動者 を特定す るのが起動側識別で

あ り、起動側 が応 答側 か ら転送 されて くる応答者識別子によ って応答者 を特定す るのが応答側識

別で ある。

応答側お よび起動側 と もに、特定 した相手先が 自身の転送管理情報上 に定義(登 録)さ れて い

なければ、転送 を不可 にす ることがで きる。 これによ って、 オープ ンな ネ ッ トワー ク上で一種の

閉域接続網を実現で きる。

(2)起動者の認証 とア クセス制御

起動者識別子 と応答者識別子 は、一般的 には公開情報 なので、偽 りの識 別子 を設定 した システ

ムを用 いて不正 な転送を試 みよ うとす る不心 得者 もいないとは言えない。 これ を防止す るために

起 動者パス ワー ドとフ ァイルア クセスパ スワー ドを用 いる ことがで きる。

①起動者 パ スワー ド

起動者 パ スワー ドは、一つの起動者識別子 に一つ付 けることので きるパ ス ワー ドで、応答側

で起動者 識別子 といっ しょにチ ェックされ る。 これで、偽 りの起動者識別 子をチ ェ ックア ウ ト

す ることが可能 にな る。

② ファイルア クセ スパ スワー ド

ファイルア クセ スパ スワー ドは、一つのフ ァイルに一 つ付 け ることので きるパ ス ワー ドで、

最初 のフ ァイルア クセ スの時 にチ ェ ックされ る。 この ことによ って、 フ ァイル名 の間違 いや不

正 ア クセスを防止す る。
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2.5.4フ ァイル名

フ ァイル転送を行 う場 合、起動側 は 目的 とす る応 答側の ファイル名 を指定す る必要があ る。応

答側で は、指定 された ファイルをその起 動側に使用 させてよいか否 かをチェ ックす る。

本手順で は、FTAM実 装規約での フ ァイル名を16桁 と して、以下の形式か らな る もの とす

る。

フ ァイル名

フ ァイ ルID(12文 字) サイクルID(4文 字)

サ イクルIDは 、 ファイルのサイ クル管理 に用 い られる もので あ り、UAPに よ って設 定、管

理 を行 う。転送 フ ァイルがサイ クル管理 を行 う場 合、サイ クルIDに は4桁 の10進 数を設定す

る。 サイ クル管理 を行わない場合、サ イクルIDに は4文 字 の空 白を設定す る。

応答側の送信 フ ァイルがサ イクル管理 されて いる場 合、代 表名によ るファイル読 み出 しを行 う

ことがで きる。

2.5.5送 信 ・受信 ファイル状況確認

フ ァイルの準備状況や蓄積状況 の通知 あ るい は問い合わせ をす る場合 は、通知や問 い合わせ情

報 を特定の フ ァイル に格納 し、 この フ ァイルを転送 す ることよ って実現す る方法 もあ るが、 メ ッ

セー ジの転送 によ って実現す るほ うが はるか に効率が よい。

F手 順で は、FTAMプ ロ トコル にお けるメ ッセー ジ転 送の仕 掛け(共 用ASE情 報 フ ィール

ド)を 利用 して ファイルの準備状況や蓄積状況の通知や問い合わせ情報 を転送す る。 また、 この

共用ASE情 報 フィール ドを利用 して識別情報 を転送 しサーバを確認す ること も可能 にす る。
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第3章F手 順 の 機 能

3.1FTAM基 本機能

F手 順 は、OSI環 境にお ける情報処理 システム間相互で ファイル転送 、ア クセスお よび管理を

行 うためのFTAM(FileTransfer,AccessandManagement)実 装規約 に準拠 したFTAM機 能

を利用す る。

F手 順のFTAM実 装規約 は、INTAP((M)情 報処理相互運用技術協会)のFTAM実 装規約

に準拠す る もので ある。詳細 な規約 にっ いて は、プ ロ トコル実装要求仕様 を参照 された い。

なお、FTAMの サ ー ビスの うち、利用す るサー ビスプ リミテ ィブの一 覧を表3-1に 示す。

表3-1サ ー ビスプ リ ミテ ィブー 覧

分 類 プ リ ミティブ名 概 要

ア ソ シエ ー シ ョ ンの F-INITIALIZE フ ァイルサー ビス用 ア ソシエー シ ョンの設定を行 う

確立 ・解放 F-TERMINATE フ ァイルサー ビス用 ア ソシエー シ ョンの通常解放を行 う

F-U-ABORT FTAM利 用者 よるア ソシエー シ ョン強制解放

F-P-ABORT サ ー ビス提供者 によ るア ソシエー シ ョン強制解放

フ ァイルの F-SELECT フ ァイルの選択

選択 ・解放 F-DSELECT フ ァイルの解放

フ ァイル の F-OPEN フ ァイル の オ ー プ ン

オ ー プ ン ・クロ ー ズ F-CLOSE フ ァイル の ク ロー ズ

フ ァイ ルの F-READ オープ ンされて いるファイルに対す る読み出 し動作の開

データ転送 始を指示する

F-WRITE オープンされているファイルに対する書 き込み動作の開

始を指示する

F-DATA データの転送

F-DATA-END データ転送完了指示

F-TRANSFER-END 転送完了の確認

グループ化 F-BEGIN-GROUP サー ビスプ リミテ ィブ連結 開始宣言

F-END-GROUP サー ビスプ リミテ ィブ連結 終了宣言
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3.2転 送管理機能

3.2.1フ ァイル転送基本機能

F手 順 では、以下の フ ァイル転送を行 うことがで きる。

① 起動側の転送要求で フ ァイルを送信す る(起 動者送信 一応答者受信)。

② 起動側の転送要求で フ ァイルを受信す る(起 動者受信 一応答者送信)。

また、①,② を組み合わせ、起動側が一回の転送要求で複数の フ ァイル転送 を行 うことがで

きる。

基本的な ファイル転送の流れを図 に示す。

起 動 側 応 答 側

始 要 求

ア ソシエーシ ョン確 立
(

UAP

アソ シエー ション確 立 通 知

UAP

転送要求

FTP

転送関

＼

転'

＼

FTP

放通知

)

ア ソシエー ション確 立 通知

ファイル選 択/オ ープ ン
レ

(

転送開始通知 転送開始通知

喝

デ ー タ 転 送

(

転送終了通

)

転送終了通知

＼

ファイル クローズ/解 放

司

終 了 要 求

アソシエー ション解 放

司

ア ソシエーシ ョン解 放 知 ア ソ シ ー シ ョ ン解
●

、 一

デ ー タ転 送

司

転送制御
情報 )

転 送
ファイル

)

転 送

フ ァイル

)

転送制御
情報

図3-1フ ァイル転送基本機能
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3.2.2マ ル チ フ ァイ ル 転 送

転送相 手先 に対 して1回 の転送要求で複数の フ ァイル転送 を可能 とす る。

転送デー タは ファイル単位 に ファイル選択/オ ープ ンと フ ァイル クローズ/解 放 の処 理 を行

うが、相 手先 との接続 は確保 したままとなる。なお、転送要求時 の正 当性確認 につ いて は、

個 々の フ ァイル単位 に フ ァイル選択/フ ァイルオ ープ ンの前 に行 う。

送 信 フ ァイ ル 受信 フ ァ イル

マ ル チ フ ァイル マル チ フ ァイ ル

1フ パ ル11 1フ ・ イ・レ11

↑

1・ ・イ ル21 1フ ・ イル21

1{
1フ ・イ ル31 1フ ・ イル31

■

起動側 応答側

ユ ー ザ ー業 務

①転送要求

1

③ ファイル 転送(ファイル1)

ユ ーザ ー業 務

UAP

一

・FTP

|
1

」

'

UAP
1]

⑤ ファイル 転送(ファイル2)
FTP●

‥

1 `

フ ・イ ル 情 報 、

、

②ファイル1の 転送開始処理

④ファイル2の 転送開始処理

フ ァイ ル 情 報V
、

－
ii
1,

フ ァ イ ル1
1.

フ ァ イル1
1'

フ ァイ ル2 フ ァイ ル2

フ ァイ ル3 フ ァイ ル3

一一一1

▽
、

、

l

l
:・、

＼ ＼
、
、

フ ァ イ ル1

フ ァ イ ル2

フ ァ イ ル3

一一 フ ァ イ ル1

フ ァ イ ル2

フ ァ イ ル3

転送制御情報 転送制御情報

(注)マ ル チ フ ァ イ ル の 転 送 中 に エ ラ ー が 発 生 し た 場 合 は 、 該 当 フ ァ イ ル 以 降 の 転 送 は 中 断 と な る 。

な お 、 エ ラ ー 発 生 前 の 転 送 済 フ ァ イ ル(正.常 終 了 分)に つ い て は フ ァ イ ル 成 立 と す る 。

図3-2 マル チフ ァイル転送
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なお、マルチ フ ァイルの転送処 理 は次の手順 となる。

(起動側)

ア ソ シ エ ー シ ョ ン確 立

(応答側)

フ ァイ ル ー1

選 択/オ ープ ン

転送終了

フ ァ イ ル ー1

ク ロー ズ/解 放

フ ァイ ル ー2

選 択/オ ー プ ン

転送開始

フ ァイル ー2

ク ロ ー ズ/解 放

ア ソ シエ ー シ ョ ン解 放

図3-3 マルチ ファイル転送処理手順
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また、マルチ フ ァイルの場合 、転 送処理 中に障害が発生 しフ ァイル転送 が中断 とな った時、

障害が発生 した該当 フ ァイルの先頭 か ら再送す る こと も可能 とな る。

下記事例の場合で は、 ファイル1に っいて はフ ァイル成立 とみ なす。 したが って、再送 はフ

ァイル2か ら行 って もよい。

転 送 デ ー タ

%
,〃

脇
中 断

フ ァイ ル

ー 一一正 常 終 了

の先頭より再送

マ ル チ フ ァイ ル

図3-4マ ルチフ ァイル転送 における再 送処理
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3.2.3代 表 名 に よ る フ ァイ ル読 み 出 し

転送 す るフ ァイルを選択す る場 合、起動側か ら目的 とす る応答側 の ファイルを指定す る必

要があ る。

目的の フ ァイルを一意 に明示 して指定す る場合、 フ ァイル名の ファイルIDと サ イ クルI

Dを 指定 しなければ な らない。応 答側の フ ァイル群が らファイル名 の ファイルIDを 指定す

る方法 と、 サイ クルIDを 省略す る ことによ り任意の サイ クルIDが 指定 された フ ァイル と

見 な し、未送信 フ ァイルの内1っ を任意 に選択す る機能 が代 表名に よるファイル読 み出 し機

能で ある。

起動側 応答側

UAP

受信開始要求

r－ 意 ・。イル名 指 定 』1

受信開始

FTP

一 ≡ ■ ≡.一 ≡.

FTP

〔A・0001〕

■

r代 表 ファイル名 指定 』

〔A・ … 〕

受信開始

一 一

受信開始要求
■ 　

デ ー タ転 送

■

曹

」
_受 信ファイル1一

↓
Al

ρ
,

＼

`7

や
1

ll

O
i

A・
0001

ノ)

A・

0002

一

A・

0003

)

」

任意なサ
ID付 加/

(未転送)

}

(転送済)

(転送済)(未 転送)

転 送 フ ァ イル

図3-5 代表名 による フ ァイル読 み出 し
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3.2.4ゼ ロ件 デ ー タ転 送

転送 ファイルの中 にはゼ ロ件 のデータの フ ァイル も存在す る。 この時、本手順で はゼ ロ件の

デー タは正 常転送 とす る。 なお、送信側 の指定 によってエラーとす る こと も可能であ る。

この機 能 は送信す るデー タがない ことを受信側 に通知す る時 に使用すれ ばよい。 なお、送信

側で転送 デ ータが準備で きていない時 、受信側の受信要求 に対 して エラーを通知すれば よい。

送 信 フ ァイ ル

フ ァ イル ③

デー・④ 一]

データ ③ なし

デー・ ③ 一・ ト

〔データ無 しで も通 知 〕

転送制御情報 応 答 側

相手先企業 ④

1相 手先企業 ④1 ,1・ 件データ転送1
.. /

相手先企業 ◎
通知〕

相手先企業 ◎1 一「 ・件データ転送1...

ー

(

〉

./

連続処理

(正常)

・1相 手先企業 ㊥1・・

、/ .1

| |
」

②転送情報

起動側

ユ ーザ 業 務

UAP
①転送要求 'FTP

口口

図3-6ゼ ロ件データ転送
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3.2.5デ ー タ転 送 の 強 制 中 断

デー タ転送 中にUAPで 転送 を中断 しなければな らない事象 を検 出す ると、UAPはFTP

にデー タ転送 の強制中断を依頼す ることがで きる。

データ転送 を強制中断すべ き事 象の例を示す。

・システムの停 止時刻 にな ったが、デー タ転送が完了 しない。

・誤 ったデー タを転送 してい ることに気づ いた
。

・間違 った相 手にデ ータを転送 して いることに気づいた
。

なお、デ ータ転送の強制中断 は、起動側で も応答側で も同様 に行 うことがで きる。

起動側 応答側

UAP

強制中断すべき事象が発生

FTP

強制

顧

転送開始要求

②データ転送

強制中断要求

FTP UAP

異 兀

圏 フ ァ ノレ

図3-7デ ータ転送 の強制中断

フ ァ ル画
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3.3運 用 管 理 機 能

3.3.1サ イ クル 管 理

転送 データの 中には同 じデ ータの種類(例 えば 「受注 デー タ」)の ものにつ いて、1日 数回

に分 けて フ ァイル転送す る ものが ある。 この時、送信側で 「サ イクルID」 を該当転送デ ータ

の フ ァイル名に設定 して、かつユニ ー ク性を確保 して フ ァイル転 送すれば、送信側 と受信側で

相互 に同 じデータ種類 につ いて の分類 と管理が可能 とな る。

なお、ユーザー業務UAPで サイ クル管理 し、サ イクルIDを 設定す る。受信側で は同 じフ

ァイルIDの ものに関 して 「サイ クルID」 でデータの順序性をチ ェ ックす ることが可能 とな

る。 また、応答側 のデー タを受信す る時 に この 「サイクルID」 を 「代表名によるフ ァイル読

み出 し」に指定 を して処理 を行 えば、該 当データ群の うち、転送で きるデー タを受信す る こと

が で きる。

ユ ー ザ ー フ ァ イ ル

相手先企業④ 送信時間

1データ③ 一…11

1データ③ 一〇・・21

9:00

9:30

データ ③ 一〇〇〇310:10

1データ③ 一…41
10:50

デ ータ ③ 一〇〇〇511:00

「サイクルID」

送信 フ ァイル

相手先企業④

デ ータ③ 一〇〇〇1

デー タ③ 一〇〇〇2

デー タ③ 一〇〇〇

デ ータa

デ ータ③ 一〇〇〇

相手先企

「サイクルID」

デー タ⑤ 一〇〇〇1

「サイクルID」

③データ設定

ユ ーザ ー業 務

② フ ァイル 作成

起動側

UAP

－一相 手 先企 業 ご との

フ ァイルサ イ クル管 理

①サイクル管理

受 信 フ ァイル

FTP

④ フ ァイル転 送

応答側

FTP

期 日管 理 フ ァイル
相手先情報

ファイル情報

転送制御情報

相手先情報

ファイル情報

転送制御情報

図3-8サ イクル管理
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3.3.2二 重 交換 防 止

二 重交換 とは、転送済の フ ァイルを再度 ファイル転送す る ことで ある。二重交換 は原則的 に禁

止事項 であ り、 これを防止す るため に転送制御情報 にあるフ ァイル情報の内容 よ り、 フ ァイル単

位 に転 送処理をチェ ックす ることが可能であ り、 これ によ り起動側での二重交換 を防止す ること

がで きる。

(イ)起動 側での二重交換防止チ ェ ック

フ ァイル転送の開始時 に、起動 側の転送制御情報の 内容 によ りフ ァイル単位 にチ ェックす る。

起 動 側 応 答 側

← … … 二 重 交 換 防 止 チ ェ ック

図3-9送 信側での二重交換防止 チ ェック
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(ロ)応 答側 での二重交換 防止 チ ェック

ファイル転送の開始 時 に、応答側の転送制御情報 の内容 によ りフ ァイル単 位に二重交換のチ

ェックが され、すで に転 送済で あれば フ ァイル転送 はで きない。 これ によ り二 重交換が防止 さ

れ る。

起 動 側 応 答 側

…・前回転送状況等

転送制御情報

図3-10受 信側での二重交換防止 チ ェック
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(ハ)強制二重交換指定

強制二重交換指定 とは、業務上の理由により一度転送済 となったファイルにっいて受信側か

らの電話等により再送依頼があった場合、送 信側は当該ファイルに関 して前回転送状況をチェ

ックした後、手動処理により転送前の状態にし転送処理を行う。また、転送に先立ち受信側で

も同様に受信前の状態にす る。

送 信 フ ァ イル 受 信 フ ァ イル

目
転送制御情報

①強制二重交換指定の依頼

(注)強 制 二 重 交 換 指 定 を 行 う た め に は 、 ア ソ シ エ ー シ ョ ン 再 確 立 後 、 再 度 、

フ ァ イ ル の 選 択/オ ー プ ン 処 理 を 行 い フ ァ イ ル の 先 頭 か ら 転 送 す る 。

図3-11強 制 二 重 交 換
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3.3.3転 送許可時 間

相手先単位 、フ ァイル単 位 に転送時 間帯 を設定す ることがで き、 これ によ り時 間外の不正転送

あ るいは不正 ア クセスを防止す る。

なお、設定時間 は24時 間を限度 と し、フ ァイル転送要求 の開始時刻で判定す る。 また、 マルチ

フ ァイルの転送許可時 間は フ ァイル単位 にその転送 開始時 刻で判定す る。

(イ)送 信側 での転送許可 時刻設定

転送制御情報にある相手先情報の 「開始時刻」と 「終了時刻」により相手先単位、ファイ

ル単位に転送時間帯を制御することが可能であり、これにより転送許可時間を制御する。

起 動 側 応 答 側

1(転送許可時間帯)

III(転送許可時間帯)

転送制御情報

図3-12送 信側での転送許可時刻設定
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(ロ)受信側での転送許可時刻設定と判定

転送開始時に、受信側の転送制御情報にある相手先情報 とファイル情報の 「開始時刻」

と 「終了時刻」により相手先単位、ファイル単位に転送時間帯を制御することが可能であ

り、これにより時間外の不正転送の受信を防止する。

起 動 側 応 答 側

一'"'一""

開 始 時刻

一._一,一 一

終 了 時 刻

[=======]…'"'≡'

開 始 時 刻

一

転送制御情報

図3-13受 信側での転送許可時刻設定
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3.3.4送 信 ・受信 フ ァイル状況確認

(イ)受 信 フ ァイル準備状況

事前 に相手先の受信 フ ァイル準備状況を通知 あるい は問い合わせ ることがで きる。

一 〔受信 フ ァイル準備状況 の通知:〕

① デ ータの受信準備がで きると準備がで きた 旨を相手先 に通知す る(通 知 はFTA

Mの プ ロ トコルで行 う)

② 通知 を受 けた側 は、 この情報を確認 して所定の時刻 になるとデー タを送信す る。

一 〔受 信 フ ァイル準備状況 の問 い合わせ:〕

① デ ータを送信す る前 に相手の受信 ファイルが準備で きて いるか確認す る(確 認 は

FTAMの プ ロ トコル)

② 相手 の受信 ファイルが準備で きてい ることが確認で きればデー タを送信す る。

(a)受信 フ ァイル準備状況 の通知(応 答側か らの通知)

起 動 側

UAP

データ格納

③

通知

転送要求

FTP

②ファイル準備状況通知

転送開始要求

④データ転送

応 答 側

FTP

頼

UAP

①

転送制御

情 報
送 信 フ ァイ ル

転送制御

受信 ファイル 情 報

図3-14受 信 ファイル準備状況の通知(応 答側 か らの通知)
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㈲受信ファイル準備状況の問い合わせ

起 動 側

UAP

デ ー タ格 納

問い合わせ①

結果

転送要求③

FTP
ファイル準備状況

問い合わせ

② 結果

転送開始要求

④データ転送

応 答 側

PTF

＼
、、、＼

転送制御

情 報

、

、

、

、

、

送信 フ ァイル

、

、

受 信 ファイル 報

L
三

図3-15受 信 フ ァイル準備状況 の問 い合わせ
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(ロ)送 信 フ ァイル蓄積状 況

起 動 側

UAP

蓄積状況

ファイル蓄積状況を通知あ るいは問 い合わせ ることがで きる。

ル蓄 積状 況の通知:〕

を蓄 積す るとデータ蓄積がで きた旨を相手に通知す る(通 知 はFTAMの

コルで行 う)。

受 けた側 はデー タを受信す る準備を整えデータを受信す る。

ル蓄積状況の問い合わせ(確 認):〕

を受信す る前に相手が データを蓄積 して いるか確認す る(確 認 はFTAM

トコル)。

デ ータを蓄積 している ことが確認で きればデータを受信す る。

蓄積状況の通知(応 答側からの通知)

応 答 側

ファイル格納状況通知

・T・ 川UA・

依頼
喝

②

FTP

①
通知

転送要求 転送開始要求
s 、

、
、

、
、

、
、

、

(

＼
③データ転送

)

データ

格 納

＼

▼

図3-16送 信 ファイル蓄積状況の通知(応 答側か らの通知)

_'

転送制御

情 報

(⊃
受 信 フ ァイ ル

)

-33一

送 信 フ ァ イル

〕
転送制御

情 報



(b)送信 フ ァイル蓄積状 況の問 い合 わせ

起 動 側

UAP

問い合わせ①

③

結果

転送要求

FTP
ファイル準備状況

問い合わせ

応 答 側

② 結果

転送開始要求

④データ転送

FTP

＼
＼

転送制御

情 報

、

、

受 信 フ ァイル

UAP

、

、

デー タ

格 納

、

、

、

送 信 フ ァイル

、

、

、

、

、

、

転送制御

情 報

図3-17送 信 フ ァイル蓄積状況 の問 い合わせ
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3.3.5転 送 状 況 問 い合 わ せ

・相 手 先

・フ ァイ ル名

・開 始 時 間

知す る情報 は機種 によ って異 な る。

起 動 側

UAP

問い合わせ

結果

A企 業

10:00-

100/150件

い合わせ

.

の確 認 は、以下 の状 況を確認す るために行 う。

一 ビスが確実 に進 んでいるか確認す る ・

の処理中に終了予定時間を推定する

止 前 に実行 中のサー ビスを確認 し、停止で きるか どうか確認す る

で接続で きない時、いっになった ら回線が空 くか推定す る'

と してFTPで 情報 を採取す る。

、

採取する情報の例を以下に示す。

(送信中/受 信中等)・

情報をFTPに 要求 し、その結果 を編集 して ユーザーに通知す る。 なお、通

によ って異 な る。

応 答 側

①転送開始要求
FTP

●
FTP

③
結果情報 状態通知

要 求
相手先 レs

、
、
、
、

司 }
ファイル 名

'

状態通知 '

(
'

,開始時間
'

状 態

1
'
'
'

,

'

…

'

'
' ② データ転送

…
'

・

,

'

} (⊃
転送制御

(⊃
情 報

送 信 フ ァイル 受 信 フ ァイル

〕 〕

図3-18転 送状況問 い合 わせ
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3.3.6処 理履歴管理機能

起 動側、応答側で、それぞれ転送結果 を ログ情報 と してFTPよ り受 け取 ることがで き る。

UAPは 、FTPか ら通 知 され るロ グ情 報を処理履歴 と して記録 して 、後 で編集処理す る こと

によ り表示、 レポー ト出力等を行 うことがで きる。 さらに、 タイムス タ ンプの機能 もこの ログ

情報 を利用 してUAPで 実現す る。

〔ログ情報の例〕

転送開始、終了時刻/転 送先 、転 送元/転 送 ファイルID/転 送結果/デ ー タ量 等

起 動 側 応 答 側

UAP

転送履歴

表示処理

転送履歴

印刷処理

① 転送要求

⑤

FTP

,
霞

④
ログ通知

②
転送開始要求

③
データ転送

印刷出力

履 歴

フ ァイル

FTP

口・受 信

フ ァ イ ノ

UAP

④
ログ通知

フ ァ イ ノ

(注)応 答 側 も 同 様 に 転 送 結 果 ロ グ を 取 得 す る こ と が で き る 。

図3斗9起 動側の転送結果 ログ取得の例
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3.3.7送 信 時 の 自動 取 上 げ

業務 プ ログ ラムは、送信 ファイルの準 備が完了す る 〔① 〕 とその結果 をスケ ジュー ラ(UA

P)に 通知 をす る 〔②〕。

スケジ ュー ラが、送信条件 を判 断 し、FTPに 対 し転送 要求を 自動発呼 して転送が 開始 され

る。 これ によ り、各々のUAPは 直接FTPを 起動す ることな く、送信 フ ァイルを準備す るだ

けで よい ことにな る。

なお、 スケ ジューラに与 え る動 作条件 の設定 等にっ いては、別途 付帯す るUAPが 必要 とな

る。

起 動 側 応 答 側

④
転送開始要求

FTP

UAP

③
転送要求

FTP

送信条件

(鷲 のΦ

(

管
理
情
報

)

ス ケ ジュ ー ラ

= ●

⑤
データ転送

●

▲

②準備完了の通知

1

一

業務

プログラム

①

送

写

7

;
準
備

↓
(
)

送信
ファイル

)

図3-20送 信時の自動取上げ
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3.3.8受 信 時 の ジ ョブ連 動

受信完了時 にFTPよ りフ ァイル受信完了の イベ ン ト通知 を受 けたスケ ジュー ラ(UAP)

は、その ファイルの受 信後の ジョブを自動起動す る。

なお、スケ ジュー ラに与え る ジョブ起動条件等 にっ いて は、別途付帯す るUAPが 必要 とな

る。

応 答 側 起 動 側

②
転送開始要求

UAP

④
イベント通知

FTP

「一(

FTpl

① 転送要求

受信JOB

㌶鋤

/、
管 理 情 報

ノ
`一 』

㊦
(

③
データ転送

}

1

‡

スケジューラ

一

受信後

JOB

,⑤
=
、 喝 、

、

⑥

＼
▼

/イ「.一 ＼
``

|∩

受 信

フ ァイル

送 信

フ ァイル

(注)起 動 側 ・ 受 信 時 で も 同 様 の 仕 組 で 、 受 信 時 ジ ョ ブ を 連 動 で き る 。

図3-21応 答側での受信時 ジ ョブ連動 の例
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3.3.9転 送終了後 の フ ァイル処理連動

ファイル転送 完了後 、FTPよ り転送 完了のイベ ン ト通知を受 けたスケジュー ラ(UAP)

が、転送終了後 の後処理 を起動す る。

なお、スケ ジュー ラに与え る後処 理起 動条件の設定等 については、別途付帯す るUAPが 必

要 とな る。

起 動 側 応 答 側

②
転送開始要求

UAP

①
転送要求

FTP FTP

送信JOB

鴎i竺)

④

イベ ント通 知

●

/、
管理情報

`●

＼ ノ

1 ③
データ転送

●

1
スケぬ 一ラ

一

送信後

後処理JOB

⑤
≦ 司

1

⑥

＼

(

▼

(

送 信

フ ァイル

受 信

フ ァイル

(注)応 答 側 ・ 送 信 時 で も 同 様 の 仕 組 で 、 後 処 理 を 連 動 で き る 。

図3-22起 動側 ・送信 時の後処理連動 の例
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3.3.10端 末 か らの 制 御(コ マ ン ド処 理)

送受 信の指示 をUAPあ るいはコ ンソールだ けでな く、直接端末か らも指 示で きるよ うにす

るため には、UAPに コマ ン ドを処理す る機能 を持たせ る。

起 動 側

'

UAP

制御

FTP

≧

ファイル転送業務処理

コマ ン ド処 理

、

監視

画面入出力処理

1＼ 、

ノ'、

端末

、 〆

応 答 側

図3-23端 末か らの制御(コ マ ン ド処理)

一40一



3.3.11プ ラ イオ リテ ィ制 御

同一宛先 との間で複数のサー ビスを実行す る時、緊急 を要す るサー ビスは転送待 ち状態 のサ

ー ビスを追 い越 して実行で きな ければな らな い
。 このためには、各サ ー ビス単位 に プライオ リ

テ ィ付 けを して、通常の サー ビスは低いプライオ リテ ィで実行 し、緊急時のみ高 いプ ライオ リ

テ ィを設定で きるよ うにす る。 これを転送待 ちのプ ライオ リテ ィ制御 という。本 制御によ り ビ

ジー リ トライ待 ちや実行待 ちのサ ー ビスがあ って も、後 か らプライオ リテ ィの高 いサー ビスを

要求すれ ば先 に実行す る ことがで きる。

起 動 側 応 答 側

UAP

処理待ち

④+ア困
新たにプライオリテ〆dの送信要8① が

発生すると先頭の待ちキューに繋 ぐ

(② を追越 し)

④ 一 ③ 一 ② 一 ①

ノ玉]巖)

FTP

○ 数 字 は プ ライオ リティ(小 さ い程 プライオ リティが 高 い)

転送開始要求

デ ー タ転 送

FTP

②

送信 ファイル

①

送 信 ファイル

①

受 信 ファイノ

②

受 信 ファイル

図3-24転 送待 ちのプライオ リテ ィ制御
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3.4セ キ ュ リテ ィ

3.4.1起 動 側識 別

ファイル転送開始時、起動側では、起動者を識別するための情報を起動者識別に設定する。

これにより、応答側では起動者識別により起動者が正 しい相手先であるかどうかを一意に判定

することができる。F手 順において起動者識別は、オブジェクト識別子を使用する。

起 動 側 応 答 側

転送開始要求

UAP

転送要求

FTP

↑

)一 ・一ー ー 一
●

一

起動者識別

を設定し転送

転送制御

情 報

FTP

転送された
起動側の

起動者識別
↓

を チ ェ ッ ク

転送制御

情 報

図3-25起 動者識別による起動側識別
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3.4.2応 答 側 識 別

起動側 と応答側の間の通信路(相 手 との通信路)の 確立時、起動側は、応答側が正 しい相手

先であるかどうかを判定するために、応答側から送 られた応答者識別子を使用する。F手 順に

おいて応答者識別子は、オブジェク ト識別子を使用する。

起 動 側 応 答 側

(転 送開始要求)

UAP

認定結果 喝

転送要求

FTP

一 一 ー ー ー 一)

(F-INITIALISEind)
レ

(

(F-INITIALISEres)

(応 答 者識 別 子)

ワ 転送された

転送制御

情 報

応答者識別子

(事前認定情報)

をチェック

FTP

～ 一 一 ←-「

1

転送制御

情 報

応答者識別子
を設定し転送

図3-26応 答者識別子による応答側識別
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3.4.3起 動 者 の認 証(起 動 者 パ ス ワ ー ド)

起動側 と応答側の間の通信路(相 手 との通信路)の 確立の時、応答側は起動者が正 しい相手

先であるかどうかを判定するために、起動側か ら送 られた起動者パスワー ドを判定することに

よ り、正 しい起動者であるかどうかを認証す る。

応答側において、起動者識別 と起動者識別に対応する起動者パスワー ドは、事前認定情報で

ある。

起 動 側

転送開始要求

UAP

認証結果 呼一+

事前設定

(誓 ・り一

転送要求

FTP

)

一

(F-INITIALIsEind)
●

(F-INITIALISEres)

¶'▲

転送制御

情 報

起動者識別と

起動者パスワード

を設定 し転送

応 答 側

FTP

転送制御

情 報

事前認定情報の
起動者識別と

起動者パスワー ド

をチェック

図3-27起 動者パ ス ワー ドによる起動者 の認証

一44一



3.4.4ア クセ ス制 御(フ ァイル ア クセ スパ ス ワー ド)

フ ァイル転送 を始 め るにあた って、起動側 か ら目的 とす る応答側の フ ァイルを指定 す る。

応答側で は、指定 された フ ァイルをその起 動側に使用 させて よいか否か をチ ェ ックす る。 さ

らに、フ ァイル選択 およびオ ープ ン時 に、ア クセス動作(読 出 し、置換 え等)が 許 され るか否

かを決定す る。 フ ァイルア クセ スパ スワー ドは、ア クセス動作毎 に設定 され るパ ス ワー ドで あ

り、 フ ァイル選択 およびオ ープ ン時 に要求 したア クセス動作 とパ スワー ドが一致 して いるか否

かによ り、 その フ ァイルへの ア クセス を制御 す るものである。

F手 順で は、 フ ァイルア クセ スパ スワー ドを使用 してフ ァイルへの アクセス制御 を行 う。

起 動 側

(転 送開始要求)
●

UAP

転送要求

FTP

● 一ー一層一一・

フ ァイ ル 選択/オ ー プ ン
一

ピ潔 繁,:舗1)

応 答 側

FTP

、
、

‡

転送制御

情 報

ア ク セ スパ ス ワ ー ド

(竃出ム:;;;;㍊

図3-28ア クセ ス制 御(フ ァイ ル ア ク セ スパ ス ワ ー ド)
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3.4.5セ キ ュ リ テ ィ ロ グ

F手 順 は部外者 によ る不 当ア クセ スを 防止す るため、セキュ リテ ィエ ラー ログを採取す るこ

ともで きる。 これに より同一相手(企 業) .か ら規 定回数以上 にセキ ュ リティエ ラーを検出 した

場合 には、UAPの 監視機能 により処理 を停止す ることもで きる。 なお、 セキ ュ リテ ィチ ェ

ックは、応 答側だ けでな く起動側での チ ェック レスによ る漏洩 を防止す るため、転送開始許可

時 に もセキ ュ リテ ィ情報を付加 し、起動側 でセキ ュ リテ ィを確認す る。

起 動 側 応 答 側

UAP

転送要求

監 視 機 能

(エ ラー 回数 を チ ェ ック)

FTP

頑 一 ーー

パ ス ワ ー'ド
く ノ
'チ ェ ッ ク ・

Y
OK時

転送開始要求

(パスワー ド付)

転送開始許可

(パスワー ド付)

デ ー タ転 送

FTP

←← 一 －A

掌び
Y

:
_■!

UAP

記録

相 手 と

セ キ ュ リテ ィ

エ ラ ー の 回 数

を記 録

セキュリティ

ログファイル
送 信 ファイル 受 信 フ ァイル

セ キュ リテ ィ

ログフ ァイル

相手

エ ラー 回数

図3-29セ キ ュ リテ ィ ログ

一46一



3.5障 害 管 理

3.5.1プ ア イル 成 立 管 理

F手 順 にお いて は、 フ ァイル成立の信頼性向上 のため、デー タ転送結果 の確認 タイ ミングを

ファイル ク ローズ終了のF-CLOSEプ リミテ ィブの時点 まで と し、 この時点で正常 に終了

した場合 フ ァイル成立 とす る。

〔正常の場合 〕

起 動 側 応 答 側
一 一 一

F F'
(デ ー タ転 送)

) F
"← 「

:

露
F-TRANSFER

1

)

T T －END T :
司 一十 一 一 一 ・ 一 ー 一 ◆'・ 一

:

:

完了
■

P A A ↑
フ ァイル の

クローズ/解 放

転送結果通知 M F-CLOSE
M

¶'(

正常終了)

1

(フ ァ イル 転 送

'主

(。。イル成立の

確 認タ イ ミング)

司 司 4 '

アソシエー ション F-TERMINATE

正常解放 一 一 一

転送状態正常

〔異常の場合 〕

起 動 側 応 答 側
一 一 一

F F・
(デ ー タ転 送)

● F
一 ー ー 一 一 ■

…

↑

F-TRANSFER

;
)

T T 』ND
(

T i. "≡'?

(デ ータ転 送終了) :

完 了
:

P A A …

:

転送結果通知
:

← 喝一 障害発生 一 一
申

(ファイル転送

異常終了)

:

M M
フ ァイ ル の

1

クローズ/解 放

♪←
RCLOSE

・

アソシエーション

異常解放 ' 一

一

転送状態異常

図3-30フ ァイル成立管理
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3.5.2障 害処 理

ファイル転送処理中に回線障害あるいは機器障害等が発生する要因として、ポイン トすべき

事項を挙げると表のものとなる。 この時の再送処理におけるF手 順の処理手順について示す。

起 動 側 応 答 側

物理回線接続時

FTP

F

T

A

M

F

T

A

M

FTP

司

司

)

■

「フ ァイル 転 送 処 理 中 」

↓

レ

司 )

図3-31障 害 状 態

表 「フ ァイル転送処 理中」の障害処理

発 生 時 点 起 動 側 で の 処 理 応 答 側 で の 処 理

1 ・ア ソ シエ ー シ ョ ン確 立 時

・異常検知

・アボー ト処 理

・異常検知

・アボー ト処 理

2

・フ ァイルの選択/

オープ ン時

・(同 上) ・(同 上)

3 ・読み出 し、デー タ転送 中 ・(同 上) ・(同 上)

4

・フ ァイルの クローズ

/解 放 時

・(同 上) ・(同 上)

5 ・・ア ソ シエ ー シ ョ ン終 了 時 ・転送正常終了 ・転送正常終了
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3.5.3再 送

①最初か ら再送処理

転送 データの正常終了 あ るいは異常終了 を問わず、最初か ら再度新 たにデ ータを送信す る

ため には、送信側 と受信 側の転送制御情報 の情報項 目を電話等で相互 に確認 した結果で ファ

イル転送 を再開す るもの とす る。

なお、送信側 の前 回転送が 「異常終了」 となっていれ ば、通常の場合 には再送処理 を行 う

ことになる。 また、前 回転送 が 「正常終了 」な らば、受信側か らの電話等 による強制二重交

換指定 によ り転送制御情報 にあ るファイル情報の指定 内容を元 に もど し、再度 ファイル転送

処理 とす る ことがで きる。 この場合、前述の 「強制二重交換指定」機能を利用 して行 う。

②途中か らの再送処理

フ ァイル転送中 に中断 とな った場合、該当 ファイルにっいての再送 は基本 的にFTAMの

標準機能 を利用 して行 うもの とす る。

F手 順 の 再 送 処 理 備 考

シ ン グル フ ァ イ ル 最初か らの再送処理 FTAMの 標準機能 によ る。

マ ル チ フ ァ イ ル

・転送中断 とな った当該 ファイ

ルの先頭 よ り再送処理

・ユ ーザ業務(UAP)の 判 断

によ り左記内容 を選択す る。

・マルチフ ァイルの処理機能 に

従 う。
・マルチ ファイルの最初か らの

再送処理

一49一



③大量データの再送処理

F手 順 において、再送処理 は基 本的 にFTAMの 標準 機能 を利用す るため、大量 データに

っ いて は途中か らの再送処理が重要な要素 とな る。

このため大量デ ータにつ いて は1送 信側のデ ータ作成時 にマルチフ ァイル と して作成 し、

ユ ーザ業務(UAP)の 転送制御情報を もとに、途中か らの再送 を可能 とす ることが望 ま し

い。

下記 にマルチフ ァイルの途中か らの再送処理事例 を示す。

送 信 フ ァイ ル

送 信 デ ー タ

受 信 フ ァ イル

マ ルチ

フ ァイル

転送制御情報

マ ルチ

フ ァイル

}中 断時

④
再開始処理

転送制御情報

図3-32大 量デ ータの再送処理
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④ ビジー リ トラ イ

回線が塞 が って いて ビジー にな る場合、オペ レー タによ る リ トライ操作作 業を極力少 な く

るため、UAPに おいて ビジー時の 自動 リ トライ機 能を提供す る。 ビジー時 の リ トライ方 法

の事例を以下 に示す。

(イ)指 定時 間間隔で指定回数分 リ トライす る

(ロ)指 定時 間間隔で指定時刻 まで リ トライす る

(ハ)代 替 回線 で リ トライす る

起 動 側

UAP

転送要求

ビ ジー通 知

FTP

＼、 転送要求

i

G上謬竃/

ビ ジ ー通 知

①転送開始要求
×

応 答 側

ビジ ー通 知

②転送開始要求

ビ ジー通 知

×

囲 送信 ファイル 受 信 ファイル

図3-33ビ ジー リ トラ イ
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3.5.4障 害状 態問 い合わせ

障害発生 時 にユ ーザ ーが障害の状態 を検知 で きるように、回線 障害等 の障害発生情報 を ログ

と して採取 してお く。ユ ーザー はUAPの ユーテ ィ リテ ィや画面表示 ツールで ログ内容 を編集

し、障害状 態を確認す ることがで きる。

障害の状 態 はFTPがUAPに イベ ン ト通 知で通知 し、障害 ログと してUAPで 蓄積す る。

UAPで はユーザ ーか らの問い合わせ に対 し、表示、 レポー ト出力で きるユーテ ィ リテ ィを提

供 す る。

起 動 側 応 答 側

UAP

障害情報

履 歴 印 刷
ユーティリティ

処 理

転送要求

FTP

▽

③障害通知
「 一 一 ≡ ≡ 一 一 ≡

①転送開始要求

② データ転送

FTP

履歴情報 送 信 フ ァイル 受 信 ファイル

印刷出力

注)応 答 側 も 同 様 に 障 害 ロ グ を 取 得 す る こ と が で き る 。

図3-34障 害状 態問 い合わせ(起 動側の事例)
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第4章 新 手 順 の 支 援 体 制

4.1ド キ ュメン ト体系

F手 順 では、利用者 に応 じた ドキ ュメ ン トを各種用意 し、 これ を広 く公 開す ることによ って、

F手 順 の理解 の促進 と円滑 な製 品化 を図 ることと して いる。

現時点で予定 されて いる ドキ ュメ ン トの種類及 び作成予 定時期 は次の とお りであ る。

『ユ ーザ ー向け ドキ ュメ ン ト』

分類番号 ド キ ュ メ ン ト 名 作成予定時期

F-UO1 ファイル転送 用手順(F手 順)機 能概説書V1.0 平成3年5月

F-UO2 ファイル転 送 用 手 順(F手 順)応 用 ガイドー データフォーマット 平成3年7月

F-UO3 ファイル転送 用手 順(F手 順)導 入利用の手引 き 平成4年5月

r開 発者 向け ドキ ュメン ト』

分類番号 ド キ ュ メ ン ト 名 作成予定時期

F-MO1 F手 順 一 ネットワークプロトコル 仕 様(暫 定) 平成3年6月

F-MO2 F手 順一 ファイル転送仕様(暫 定) 平成3年6月

F-MO3 F手 順 一 ユ ー ザ ー イ ン タフ ェ ース 仕様(暫 定) 平成3年6月

F-MO4 F手 順 一 コー ド体系仕様(暫 定) 平成3年6月

F-MO5 F手 順 一 プロ トコル実装要求仕様(暫 定) 平成3年6月

F-MO6 F手 順 一 パ ッケ ー ジ化 の 手 引 きV1.0 平成3年8月
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4.2試 験体制

F手 順 は、今後のEDIに 広 く利 用 され る汎用 的な通信手順 であ り、多 くの メーカーや ソフ

トウエ アベ ンダーか らの製 品提供 が予想 され る。

その際、各社の製品間で仕様 の解 釈等の違いか ら基 本的な機能 にっいて実装方法が異 なると

い うよ うな ことの ないよ う、 メー カー間で十分な仕様 調整が行われ、 さ らに製品 レベ ルでの性

能 等 につ いて一定の確認 を得 ることが重要 とな る。

この ため、F手 順 の製 品化 にあた っての試験体制 と作業を次の よ うに計画 して い る。

(1)仕 様調整

各種仕様(開 発者 向け ドキ ュメ ン ト)を もとに、ベ ンダーの製品開発担当者及 びユーザーの

の代表 によ り、実 際の製品開発、 システムイ ンプ リメン トを前提 と した仕様調整 ・確認を行 う。

(2)試 験 ・評価

試験 ・評 価に関 して は、現在接続 試験 とユーザーの システム環境 での運用評価が計画 されて

い る。接 続試験 はF子 順の製 品 レベルでの接続性 や機能面 のチ ェ ックを 目的 とす る もので ある

が 、F手 順のベ ースとなるFTAMに っ いて は、原 則的にINTAP規 格適合性試験 をすで に

受 験 して いるか、 あるいは、別途 受験す ることにな るため、F手 順の試験項 目の多 くはFTP

を対象 と した もの にな る。

また、運用試験評価 にっいて は、実 際のユ ーザ ー システムにおいてF手 順の具体的な導入方

法や運用面での評価 を行 い、ユ ーザ ー企業での移行の 円滑化 と製 品改善 を図 ることを 目的 と し

て い る。

実施 時期 は、平成3年 度の後半 を予定 して お り、業界 ・企業 の協 力を得て行 う。 この運用 ・

評 価 は、可能な限 り複数企業で の異 機種接続 によ るEDIで 行 う。

この よ うな試 験 ・評価 にあた って は、移行作業 の明確化 のための検討 会を別途設置 し、協 力

企 業 とメーカーの適切 な支援 を依頼 す る計画であ る。
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4.3オ ブ ジェク トの登録

OSIで は、異 なる システム間で の情報 ・通信を行 うため、 メー カー等のネ ッ トワー クアーキ

テ クチ ャで独 自に定義 されていた端末識別や ア ドレス、通信方式やデー タフ ォーマ ッ ト等の識別

について 、 これ らを情報 オ ブジェク トまたは単 にオ ブジェク トと呼 び、体系的かっ一 意な識別子

の定義 ・付与 のルール と国際 ・国家的な登録 ・管理組織を整備 して いる。

F手 順 では、利用者 か らの接続相 手間の相互認証機能要求 に応 えるための さまざまな機能を用

意 してい るが、 この中で製品化 にあた り次の ものが登録の対象 とな って いる。

登録対象となる 登録申請者
概 要

オ ブ ジ ェ ク ト 作成者 ユ ー ザ ー

共用ASE 送 信 ・受 信 ファイル確 認 は、FT姐 の共 用ASEフ ィール1ドを

フォーマット識 別 利用 して、各種の通知や問い合わせを行 うが、 こ ○
*1 の た め の情 報 フィールドフォーマッ}に対 す る識 別 子

ドキュメントタイプ FT姐 で は、ファイル構造 を仮想ファイルと して取 り扱 うが

JOUG-1 、F手 順で はファイル内容 を通知す るため、INTAF1 ○
*1 を拡 張 して新 たな ドキュメン}タイプを定義す る。

デ ー タ フ ォー F手 順で は、 どの様 な業界フォーマットで も転送可能で

マ ッ ト識別子 あ り、 この た めデータ の 中 を参 照 せ ず にフォーマットを識 ○
*1 別 す る必要があ る。 (団 体or業 界)

組織 コー ド 企業や団体、政府機関や自治体などの相手先を一
意 に識別するために必要 ○

*2

注)*1の 登録 は必須 であ り、*2は 登録が望 ま しい。

以上の よ うな識別子 は、今後EDIの さまざまな通信処理形 態に応 じた新手順が開発 され た場

合 に も共通 に広 く利用す ることがで きる。

オブ ジェク トの登録 ・管理機 関は、国 内 レベルで の登録対象 につ いてISO系 がJIPDEC

〔働 日本情報処理開発協 会〕、CCITT系 がTTC〔 閲電信電話技術委員会 〕の2っ の ルー ト

があ り、平成3年3月 か ら登録業務 を開始 してい る。

現在 は、OSIの 機能 標準(実 装規約)で 規定 され る仕様やオ ブ ジェク トが当面 の登録対象 で

あ るが、今後 は上記 のデー タフ ォーマ ッ ト識別子な どユーザ ーサ イ ドで登録 すべ きオ ブジェク ト

にっいて も登録 の対象 や範囲が明確化 される ことにな ろう。

このよ うに、F手 順 で は国際的な情報 ・通信のル ールに したが ったEDIを 実現す る ものであ

り、 また、そのための国内の オブジェク ト登録 ・管理体制 も整備 されて いる。
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4.4F手 順の普及 ・メ ンテナ ンス体 制

F手 順 は、今後のEDIの 進展 に対応 し高機能 かっ相互運用性の高 い通信手 順 と して、ユ ーザ

ーのニーズに基づ き開発 した ものであ るが
、今後 はさ らに電子 メール用、 トラ ンザ クシ ョン用な

どの通信形態 に応 じて新 しい手順 が開発 され る計 画であ る。

この時の基本 となる通信 プロ トコル は、 その公平性 、拡張性、安定性の観点 か らOSIの プ ロ

ファイルが採用 され、業務処理機能面 にっ いて は、OSIプ ロフ ァイルの利用 方法や機能選択お

よび機能追加 などが幅広 いユーザー企 業/業 界の要望 を踏 まえて共通化す る。

したが って、F手 順 と今後の新手順 の開発 ・普 及において は、多数の業界や公的機 関の参加 に

よ りニーズを具体化 ・共通化す る場 が必 要であ り、 この場 にお いて さ らに製品化の促進 や利用上

の問題点や改善要望 を集約す るとと もに、適切な手順の メンテナ ンスや普及活動が行われる必要

が あ る。

また、 これ まで の業界標準手順で は、手順の機能拡張、運用 ・維持管理、普及促進な どはいず

れ も業界団体 やその主管公的機関 に委ね られて きたが、F手 順 と今後の新手順 は極めてイ ンフ ラ

ス トラクチ ャとしての強 い性格を持つ もので あるため、業界横断的 な対応が必要 とされ る。 この

よ うな新 しい手順 の開発 ・普及推進面の体制整備 にっ いて は、平成3年3月 にまとめ られた通 商

産 業省の 『電子計算機相互運用環境整備委員会』 にお いて報告が行 われて お り、現在 その実現 の

ための施策 が検討 されて いる。
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利 用 者 マ タ ー の 機 能付 録





付 録 利用者 マ タ ー の 機 能

(1)フ ァイルのバ ックア ップ

送 信 ・受信 フ ァイルのバ ックア ップ は、保存期間管理やバ ックア ップ世代管理等 も含

めUAP(ユ ーテ ィ リテ ィ、 ツール類)を 利用す る。

起 動 側

国

○回

送信 ・受信

フ ァ イ ル

送信 ・受信

フ ァ イ ル

付図1

応 答 側

フ ァイル の バ ック ア ップ
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(2)ファイルの種別管理

フ ァイルの種別毎の属性の設定変更 は、送信 ・受信 フ ァイル毎 に転送制御情報 と して管

理 され る。

① 発信 ・着信先 とファイルの任意 な組合せ

② フ ァイル毎 に、受信専用 か、送信専用 か、共用 か等

起 動 側

UAP FTP

ユ ーテ ィリティ/

ユ ー ザ

プ ロ グ ラム

w

ト

応 答 側

転送制御情報

(送 信 ・受信ファイル)

(注)ユ ー ザ ー 独 自 に フ ァ イ ル 毎 に 業 務 上 の 種 別 管 理 を 行 う た め に は 、

ユ ー ザ ー 側 で 別 途 用 種 別 管 理 フ ァ イ ル を 利 用 者 マ タ ー で 準 備 す る

と に よ り 実 施 す る 。

付図2フ ァイルの種別管理
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(3)暗 号 化

転送 デー タの暗号化 の方法について、次に示 す。

(イ)ハ ー ド機器 によ る暗号化

暗号 機器等 を利 用 して行 う ものとす る。

起動 側 応答側"
./ .iz勇彩

付 図3ハ ー ド機器 による暗号化(た だ し、パケ ッ ト交換 網の場合 を除 く)

(ロ)ソ フ トウェア による暗号化

暗号化の レベルには次のものがあり、起動側と応答側で相互に取 り決めて利用するも

のとす る。

起 動 側 応 答 側

U

A

P

F

T

P

F

T

A

M

①FTAMレ ベルの暗号化 F

T

A

M

F

T

P

u

A

P

一

②FTPレ ベルの暗号化

●

一

③UAPレ ベルの暗号化

.

一 .

①FTAMレ ベ ル の 暗 号 化

国 際 標 準 化 の 仕 様 に し た が う 。(プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 層 の 標 準 化)

②FTPレ ベ ル の 暗 号 化

F手 順 仕 様 内 で 起 動 側 と 応 答 側 の 個 別 ユ ー ザ ー 間 の 取 決 め に よ り 、 暗 号 化 す る 。

③UAPレ ベ ル の 暗 号 化

個 別 ユ ー ザ ー の 取 決 め と す る 。

付図4ソ フ トウェアによる暗号化
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(4)フ ァイ ル破 棄

フ ァイルの破棄基準 と して 、起 動側 と応答側のガイ ドライ ンを下記 に示す。

ユ ー ザ ー フ ァ イ ル 送信 フ ァ イル 受 信 フ ァイ ル ユ ー ザ ー フ ァ イ ル

転送データ
作 成

ユ ーザ ー業 務

①設定

起動側

②転送要求

デ ー タ

転送開始要求情報

転送結果情報

転送制御情報

フ ァ イル 転 送

(結果)

正常終了

デ ー タ ⑥読出し

ファイル情報FTAM固 有情報

転送要求情

転送制御情報

応答側

転送データ
の加工

ユ ーザ ー業 務

麟 奇癖 警 り〕

曜 麗 麗 より〕

〔送 信 側 の 場 合 〕

① 基 本 的 に 正 常 終 了 し て い て も 受 信 側 か ら の

再 送 要 求 が あ っ た 場 合 保 管 が 必 要 と な る 。

② こ の た め 受 信 側 と の 取 決 め で 破 棄 基 準 を 決

め る 必 要 が あ る 。

〔受 信 側 の 場 合 〕

① 再 送 処 理 の 時 、 受 信 デ ー タ を 置 換 す る こ と

が 必 要 で あ り 、 こ の 置 換 方 法 は 転 送 制 御 情

報 の 管 理 情 報 に よ っ て 行 う 。

② 受 信 デ ー タ を ユ ー ザ ー フ ァ イ ル に 読 み 出 し

た 後 の フ ァ イ ル の 破 棄 基 準 は 受 信 側 が 個 別

に 決 め る 。

付図5 フ ァイルの破棄
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(5)フ ァイ ル の 転 送 順 序 チ ェ ック

送信 側 と受信側の相互のUAPで 転送 データに関す るフ ァイルの順序 は、サ イクル管理

によ って取決め ることにな るが、基本的には送信側において転送デ ー タが順序正 しく実行

され る ことが前提 となる。

これ以外の もの と して、相手先 にお ける順序性チ ェックと して次 の ものが ある。

(イ)相手先の順序性 チ ェック

ユ ーザー業務UAPか らの相手先 の転送順序 にしたが って、相手 先企業に転送 データを

送信す る。

UAP

自動転送

管理

①相手先企業の
順序性管理

期 日管 理

フ ァ イル

③ 相 手 先1

チェック

相手先情報

ファイル情報

⑦相手先
チェック

一_応 答 側

ー

ー

ー

ー

1

ー

」

転送制御情報

付図6 相手先の順序性チェック
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(ロ)相手先毎 の転送 デー タの順序性 チ ェック

ユ ーザ業務UAPか らの相手先 のフ ァイル転送順序に したが って、転送 デー タを送 信す

る。次に示す もの は、 ファイルa,b,cの 順序性確保の事例であ る。

受 信 フ ァイ ル

起動側

送 信 フ ァイ ル

「'フ郷 ル ・ l

l

1フ ・イ ル ・1

↑l

lフ ・ イルbl
l

lフ ・イ ルb ▼

1r

1フ ・ イルfl

1フ 。イ ルfI

応答側

UAP

ユ ー ザ ー業 務

⑤転送
ノ

UAP

(§魏縫)
1

②転送要求
●

▲

FTP

×

FTP

▲

手先毎の
序性管理

、一

③ 相 手 先/フ ァイル チェック

⇔一 ▼'

1
期 日管 理

フ ァイル
相手先情報

ファイル情報

転送制御情報
転送制御情報

付 図 了 相手先毎の転送データの順序性チェック
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起動側

情報交換

日情報 は、以下 の 目的で使用す る。

① 相手 の休 日情報 を管理 し、相手 の休 日には送受信 サー ビスを実行 しない。

② 自社 の休 日情報 を取 引先 に通知 し、取 引を行わ ないよ うにす る。

お、休 日管理情報の運用(相 手先休 日情報の登録方法等)は 利用者が行 う。

相手の休 日情報管理

応答側

UAP FTP FTP

日を判
転〕. 転】i.

休日のとき
、

、
`

、

≠ぎ (《)

～ デ ー送

…
`

㌧

:

(う

:

、

≒

、
、■

(/ 、
r

(
`

) ) )

休日管理 送信 受信

情報 フ ァイ ル フ ァイ ル

) ))

付図8相 手の休日情報管理(起 動側の管理)
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(b)休日情報の通知

相手先へ の休 日情報の通知 は、送信 フ ァイルの データと して通知す る。

起 動側

UAP

転送要求

FTP

① 転送開始要求

応答側

② データ転送

(休日情報)

FTP

③通知

UAP

付図9

送信 受信
ファイル ファイル

休日情報 休日情報

休 日情報 の通知(起 動側 よ り通知)
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ユ ー ザ ー業 務

UAP

手先の識別

アイル転送 を共 同セ ンタあ るいはVAN会 社等を経 由 して第三者(最 終 相手先)に 転

行 う場合、送信 側 よ り受信側(共 同セ ンタあ るい はVAN会 社等)に 第三者 の相手 先

情報を知 らせ る機 能が必要 となる。

のため、転送制 御情報の フ ァイル情報中に 「最終相 手先識別 コー ド」を設定 し、送 信

本情報を転送す る。

お、 フ ァイル単 位 に設定 し、 オブジェク ト識別子を利用 す る。

起動 側 応答側

最終相手先企業 ④

転送要求
,

③ファイル転送

共同センタ
,,'"

,,'"

<こ 一又 は 一一
、 ～

、 、
～ 、

VAN会 社

、 一 ー 一 ●

lFT←
ll

最終相手先企業 ◎● ,

▼1 分配

最終相手先企業 ㊥

▲

②転送処理

r

)1

相手先企業

最終相手先識別 コー ド
1

転送制御情報

付図10VAN会 社等を経由 した事例
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最終相手 先識別 コー ドの利用事例 を具体 的に示す と次の もの とな る。

ユーザーファイル 送信ファイル 受信ファイル

転送データ@

[壷]鱗 ㊥

転送データ ⑤

圏 企業 ◎

起動側

転送 データ ④

転送データ ⑤

③データ設定

受信データ ⑥

ユ ー ザ ー業 務

コ

UAP

(バ ッチ 処 理)

②

フ ァイル作

④転送要求
FTP

受信チ ー タ ⑤

⑤ ファイル 転 送

応答側

①サイクル管理

:
'

共同センタ

…

又は

ノ
ノ

VAN会 社

/
/

最終相手先

企 業 ④

⑦ フ ァイル転 送

期日管理

情 報

⑥
データ分類

ヘ ノ

企'業"④
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付図11最 終相手先識 別 コー ドの利用例
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